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なゲス トー ホス ト型のカラー表示器を使った測定器,アナログメーターなどは実にきれいで,
目を楽しませてくれた｡
もうひとつ,注目を引いたのは,オープニング･トー クのひとっで,シャープ杜の佐々木氏
が,テレビジョン･スクリー ンの試作例 (日立の作品 )を紹介したことであった｡会場内の大
スクリーンに,無数の液晶マトリックスで作られた,歌手の石川さゆりさんの美しい笑顔が写
し出され,参加者にほほえみかけた｡オープニング･トー クの退屈さに,少し,だだをこねた
くなっていた筆者も,この時だけは,実に愉快な気持ちになったものだった｡
総 じて,たいへん楽しい,充実した京都での5日間であった｡次回は1982年, Polandの
Kracowで開かれる｡ここは,Copernics生誕の地だそうである. ｢ゆるぎない事実をもとに,
大胆に!!｣筆者も,その日までに,少しでもよりすぐれた研究者となって,また参加したいと
思っている｡
註)
編集委員のお勧めにより,専門外の方のために,最少限の註釈を致します｡
m`esophase'
液晶状態は,物質の曲型的な三相に対して,熱力学的にこれらとは別の相であるが,結晶格
子が少くとも部分的に崩壊し,部分的に融解した状態という捉え方から,結晶と等方液体の中
間という面を強調して ｢中間相｣(mesophase), ｢中間状態｣(mesomorphicstate)など
とも呼ばれている｡
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N`ematic液晶相'
液晶状態の中で最も液体に近く, ｢一次元の配向秩序を持った液体｣といえる｡
S`mectic液晶相'
この相は特有の層状構造をもち,層内の秩序の度合いや,層の垂線と分子長軸の平均方向と
のなす角などにより,これまでに10種ほどが知られている｡これらはSmA,SmB,SmC,
-･･と名付けられている｡同一物質でもSm相の多形を示す例が多い｡
R`eentrantmesophase''
従来の通念では,Nematic相(N)にくらべてSmedic相は,より高次の秩序が発達している
から同一物質では必ずより低温側に出現するとされていた｡ところが1975年にP.Cladisは,
ある二成分系において,定圧下で温度を下げると,液体-N-SmA-N-結晶, という相関
係がおこることを発見した｡ここに出現した低温側のN相を,ReentrantNematic相とよんで
いる｡そのご,この現象は,純物質でもおこることが見出された｡
D`iscoticmesophase'
ある種の円盤状分子の示す,独特の中間相で,従来の液晶や柔粘性結晶(plasticcrystal)
の定義に合わないことから,Disklikemesophaseとか,Discoticmesophaseとか呼ばれて
いる｡純物質としては,1977年にS.Chandrasekharらが発見した｡
なお,Reentrantmesophase,Discoticmesophaseについて,より詳しくは,狙殊道夫氏
の解説 (｢化学｣1980年7月号)を参照されることをお勧めします｡
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